
 

 

 

 

 

 

１ 対象 第２学年Ａ組 男子５名 女子１２名 計１７名 

 

２ 単元で目指す学ぶ姿 

   

 

＜単元で生徒と共有する学びの姿を見取る資質・能力のルーブリック＞ 

 資質・能力 
評

価 
評価基準 

知
識
・ 

技
能 

起業に係る 
知識・技能 

S 将来，仲間と協働して起業する知識と技能と自信を身に付けることができた。 

A 自分でも仲間と協働して起業する知識と技能を身に付けることができた。 

Ｂ 自分でも仲間と協働して起業する知識と技能について理解することができた。 

Ｃ 仲間と協働して起業する知識・技能を身に付けることができなかった。 

横
断
的
・
総
合
的
な 

問
題
解
決
の
能
力 

情報収集 

判断 

S 
プロジェクトで生じる課題の解決に向けて，様々な方法で情報を収集し，整理・分
析する中で，必要な情報を活用することができる。 

A 
プロジェクトで生じる課題の解決に向けて，起業家の方の話から情報を収集し，整
理・分析する中で，必要な情報を活用することができる。 

Ｂ プロジェクトで生じる課題の解決に向けて，情報を収集することができる。 

Ｃ 課題の解決に向けて，情報を収集することができない。 

思考 

表現 

S 
起業に向けて集めた情報からそれぞれの部問の目的に沿って整理・分析を行い，問題解決の要

点をおさえた上で，自分の考えをまとめ，分かりやすく表現することができる。 

A 
起業に向けて集めた情報からそれぞれの部門の目的に沿って整理・分析を行い，自
分の考えをまとめ，分かりやすく表現することができる。 

Ｂ 起業に向けて集めた情報から自分の考えをまとめ，分かりやすく表現することができる。 

Ｃ 自分の考えをまとめ，表現することができない。 

実
社
会
に
お
け
る
横
断
的
・
総
合
的
な
問
題
解
決
に
取
組
む
態
度 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性 

挑戦 

探究 

S 
プロジェクトに見通しを持ち，企画段階から自分の考えを示し，メンバーの中心と
なり，積極的に関わろうとすることができる。 

A プロジェクトの企画段階から自分の考えを示し，積極的に関わろうとすることができる。 

Ｂ プロジェクトの企画の段階から積極的に関わろうとすることができる。 

Ｃ プロジェクトに積極的に関わろうとしていない。 

責任 

使命 

S 
仕事には，生計を維持するだけでなく，それを通して自己の能力・適性を発揮し，
社会の一員としての役割を果たすという意義があり，そのための知識や技能を高め
ていくことの重要性を理解することができる。 

A 
仕事には，生計を維持するだけでなく，それを通して自己の能力・適性を発揮し，
社会の一員としての役割を果たすという意義があることが理解できる。 

Ｂ 
仕事には，生計を維持するだけでなく，社会の一員としての役割を果たすという意
義があることが理解できる。 

Ｃ 仕事には，社会の一員としての役割を果たすという意義があることが理解できない。 

協力 

協働 

S 
課題解決に向け，他者の意見を取り入れたり，地域の人と連携を図ったりする中で，
誰もが達成感を持つようなプロジェクトを進めることができる。 

A 
課題解決に向け，他者の意見と取り入れたり，地域の人と連携を図ったりしながら，
プロジェクトを進めることができる。 

Ｂ 課題解決に向け，他者とともに協力しながら，プロジェクトを進めることができる。 

Ｃ 他者と協力しながらプロジェクトを進めることができない。 

感謝 

貢献 

S 
プロジェクトを通じて，地域の多くの人に支えられていることに感謝し，家族・地
域・社会に貢献することを通して，絆を深めることができる。 

A 
プロジェクトを通じて，地域の多くの人に支えられていることに感謝し，家族・地
域・社会に貢献することができる。 

Ｂ プロジェクトを通じて，地域の多くの人に支えられていることに感謝することができる。 

Ｃ 多くの人に支えられていることに気づかず，感謝することができない。 

【評価方法】 

生徒には，上記の資質・能力のルーブリックを適時示し，意欲を喚起させ，単元の最後の自己評価に

教師の評価を加える。（授業観察，ワークシート） 

 

総合 第２学年 呉市立広南中学校 指導者 第２学年部 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

「広南起業 PROJECT」  
～挑戦問題 「地域社会に貢献する起業に挑戦しよう！」～ 

 

 

「地域社会に貢献する起業」という探究的問題解決の過程を通して，働くことの意義を理解し，仕事

を通して協働して地域社会に貢献したいという志と力を育てようとする学びの姿 

 



３ 単元設定の理由 

  前単元『運命の本「仕事の魅力を伝えるプレゼン」』では，生徒が様々な職業に従事している人の
著書を読み，職業と生き方という視点で自分が読んだ本について交流することにより，職業観を広げ
ることができた。また，著書の中に「起業家」に関するものを意図的に取り入れることにより，生徒
は，起業家が利潤の追求だけを目的としているのではなく，社会に貢献しようとする高い志を持って
いることを知り，「起業して社会に貢献すること」に対する興味・関心を持つことができた。さらに，
生徒は，地域の会社経営者から話を聞く機会があり，地域に感謝し，地域と共に生きようとする姿に
深い感銘を受けた。そこで本単元では，生徒の興味・関心が高まっている「起業して社会貢献するこ
と」を題材にした「広南起業 PROJECT」を行い，自己の能力や適性を踏まえながら，将来を自らの力
で切り開こうとする実践的な態度を身に付けさせたい。 
「広南起業 PROJECT」での資金集めや商品開発，広報宣伝等，これまで経験したことが無い未知な

る課題に挑戦し，達成感を味わうことにより，主体的に解決していこうとする意欲を育てることがで
きると考える。また，探究の過程で，職場体験学習等において地域の人・もの・ことと関わることに
より，地域への愛着や地域の一員としての自覚が深まると考える。さらに，プロジェクトで得た利益
を日本赤十字社に全額寄付することで，社会に貢献することの意義や喜びを実感できると考え，本単
元を設定した。 

 

４ 本単元の構想図（貫きカリキュラム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

準
備 

地

域

の

人

材

活

用 

販売活動（文化活動発表会・広地区教育祭） 

 

先輩を見習って自分達も故里をテーマにした起業による社会貢献に挑戦したい！ 

夏休みの職場体験の中では，そのためのヒントもみつけたい！ 

 

挑戦 

今ある 65％の職業がなくなる未来へ向けて地域に新しい価値を与える商品の企画と

販売を行う「広南起業ＰＲＯＪＥＣＴ」を通して，創造的・協働的な仕事観を育てる

とともに職業的な自立と社会貢献への志と力を育てたい！ 

挑戦問題 地域社会に貢献する起業に挑戦しよう 

志 

教 師 の

願い 

起業家から話を聞こう 総① 

取締役員候補者選考面接（昼休憩）１週間 

決意書・履歴書を書こう！総① 

「起業家に学ぶ」総① 

ＧＴ

単元の 

振り返り 

販売へ向けての準備をしよう 総⑤ 学⑤ 

職場体験活動 総㉕ 

起業には SNSやクラウドファンディングが役に立つことが分かった 総① 

保護者・地域の方の参加 

広南起業ＰＲＯＪＥＣＴについて 総① 

事前訪問の準備をしよう 総② 

課題の設定 

課題発見 

これからの時代は，職業を選ぶというのではなく，社会に必要とされる仕事を探求し，

協働的・創造的に創り出すことも視野に生かした仕事観を持つ事が大切である。総① 

情報収集 

整理・分析 

まとめ・創

造・表現 

お世話になった事業所の方にお礼の手紙を書こう 国① 

社会貢献にはどのような方法があるか 総① 

重役会議（夏季休業中） 

資金調達に向けての準備 

販売商品の考案と試作 

宣伝の方法の考案と準備 

「未来を創るクラウドファ

ンデング」総①  

ＧＴ  



５ 本単元の指導計画（総授業時間数 ４０時間） 

時
数 

学習活動 
・指導上の留意点 ★評価規準（○は「指導に
生かすための評価，●は「記録するための評

価」）（評価方法） 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

・今ある職業の６５％が，自分たちが大人になっ
たときに無くなることを知り，これからの時代
は，職業を選ぶのでは無く，自己の能力・適性
を発揮し，社会にどう貢献していくかを考えな
ければならないことに気付く。 

・「広南起業ＰＲＯＪＥＣＴ」を通して，地域に新しい価
値を与える商品の企画と販売を行う，創造的・協
働的な仕事観をもち，職業的な自立と社会貢献へ
の志と力を身に付けることで，問題解決を図ること
ができることに見通しを持つ。 

 

 

 

・呉市キャリアスタートウイークについて 
・昨年度の先輩の取組について 
・取締役員について 

 

 
★【挑戦・探究】 
○初めての体験である起業について，その意義
を理解し，困難なことに挑戦しようとする意
識をもつことができる。（授業観察・ワーク
シート） 

・資質・能力ルーブリックを通して単元で育つ
心の力と鍛える力の資質・能力にも見通して
持たせる。 

 

 

 

 

 

 

・次回，話を聞く起業家の概略を説明し，起業
のことについて，分からないことや疑問点を
まとめさせておく。 

２ 

 
 
 
「起業家から話を聞こう」 
・なぜ起業を志したのか，起業に必要なものは？ 
「社会貢献にはどのような方法があるか」 
・クラウドファンディングって何？ 

★【情報収集・判断】 
○しっかり聞くだけでなく，インタビューなど
にも挑戦して知りたいことを情報収集でき
る。（発表・ワークシート） 

○クラウドファンディングなど難しい用語に
ついて予習や質問をすることで，知りたいこ
とをより深く情報収集できる。（発表・ワー
クシート） 

昼
休
憩 
・
放
課
後 

 
 
 
「取締役員候補者選考面接」 
・社長，経理部・商品開発部・宣伝部の４役員を
選出する。 

 
★【挑戦・探究】 
○広南起業ＰＲＯＪＥＣＴについて，意義を理
解し，取締役員として企画・立案・組織運営
など，様々な困難なことに挑戦しようとする
意識をもつことができる。（生徒観察） 

・校長面接等を通じて，広南起業ＰＲＯＪＥＣ
Ｔの考えを練り上げ，リーダーとしての意欲
や態度を鍛える。 

１ 

 
 
 
「決意書・履歴書を書こう！」 
・職場体験で身に付けたいことや頑張りたいこと

を決意書に書く。また，履歴書の意味を知り，
実際に記入する。 

 
 
 
★【思考・表現】 
○自分が決意したことを，相手にわかりやすく
表現することができる。（生徒観察） 

２ 

「事前訪問の準備をしよう」 
・職場体験の事前訪問に向けて電話の応対を学 
ぶ。 

・名刺に自分の決意を書く。 
・体験日誌についての学習 
 
〈 取締役員会議も並行実施 〉 

 

25 

 
「職場体験」５日間 
・今後の活動のスケジュールについての確認 
・各部門の活動内容及び役割の確認 

 
★【責任・使命】 
●体験の中で自分の役割を自覚し，責任をもっ

てやり遂げることができる。（生徒観察・
キャリアスタートウィーク体験日誌） 

挑戦問題 地域社会に貢献する起業に挑戦しよう 

課題の設定 

情報収集 

整理・分析 

情報収集 



  
「お世話になった事業所の方にお礼の手紙を書
こう」 
・体験日誌の提出 
・今後の活動内容について 
・職場体験のまとめ新聞をつくる 

 
★【感謝・貢献】 
○体験で学んだことに対しての感謝の気持ち
を表し，今後の起業プロジェクトの準備に生
かしている。 

 

夏
季
休
業
中 

「重役会議」 

☆社長，経理部 

資金調達に向けての準備 

プレゼン資料の作成 
☆商品開発部 
販売する商品の選択，試作制作，決定 

☆宣伝部 
宣伝の方法の考案と準備 

 ＨＰ，Facebook 等のデータ作成準備 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

 
 
 
「販売へ向けての準備をしよう」 
○各部門での準備に取りかかる。 
☆社長，経理部 
資金調達に向けての準備と実践 

  ※小・中学校の先生方から資金集めための 
プレゼン資料を作成する。 

  ※各部の活動内容と進捗状況を把握し，今後 
の方向性を確認する。 

※寄付についての方針を整理する。 
※文化活動発表会での報告のための資料を 
作成する。 

※ポスター製作 
※予約販売のための広報準備 

☆商品開発部 
販売する商品の選択，決定 

  ※グループごとに制作準備をする。 
  ※業者との連携や商品開発を進める。 
  ※職場体験で，販売のノウハウを学んだ生徒

が講師となり，全員に伝え，練習を行う。 
☆宣伝部 
宣伝方法の考案と準備 

  ※ＣＭづくり 
※ＨＰ，Facebook 等で宣伝を行う。 
※保護者，地域への宣伝活動を行う。 
 
 

「販売活動（文化活動発表会・広地区教育祭）」 
･文化活動発表会や広地区教育祭で，これまで各
部で準備してきた経過について，報告し，企画
した商品を販売する。 

「社会貢献活動」 
・収益金を活用した貢献方法について，みんなで
話し合って決める。 

・収益は，全額寄付する。 
 
 
 
 
・単元末の振り返りをルーブリックと自由記述で
行う。 

 

 
 
 
★【情報収集・判断】 
○各部での役割から課題を設定し，それを解決
していくために，必要な情報を収集できる。 

（授業観察・ワークシート） 
 
★【思考・表現】 
○各部で収集した情報を整理・分析し，課題の
解決に向けてしっかり考えることができる。
（授業観察・ワークシート） 

 
★【責任・使命】 
○ルーブリックの「責任・使命」の基準を確認
し，各部での自分の役割を自覚することがで
きる。（授業観察・ワークシート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★【感謝・貢献】 
●これまで起業プロジェクトで取り組んでき
たことやこれから販売していく商品につい
て，説明し，販売できる。（生徒観察） 

 
★【情報収集・判断】 
●日本赤十字社やクラウドファンディングで
の活動を調べ，適切な寄付先を決めることが
できる。  

 
 
 
・ルーブリックの項目の自己評価を行い，自己

の資質・能力の成長を確認させる。 
★単元ルーブリック 
●教師の評価はワークシートと発表をもとに
学年団で行い，肯定的なコメントもつける。 

まとめ・創造・表現 

振り返り 

実行 



６ 本時の学習（３２時間目／全４０時間） 

（１）本時の目標  

各部のこれまでの仕事内容と今後について報告し，各部の課題解決に向けて，協働しながら作業

を行う。 

（２）学習の流れ 

学習活動 
指導上の留意点（・） 

配慮を要する生徒への支援（◆） 
予想される生徒の反応（       ） 

評価規準 
資質・能力（★） 
（評価方法） 

＜挑戦問題の確認＞ 
 
 
 
 
１ 課題意識を持つ。 
 
・各部のこれまでの活動の報告
を行う。 

 
２ 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
○社長，各部長から，これまで
の取組の経過と今日の作業に
ついての説明を行う。 

 
３ 各部の取組を行う。 
☆社長，経理部 
○集めた資金を表に整理し，確
認する。 

○発表プレゼンをまとめる。 
・取組の経過に合わせて，写真
を選ぶ。 

・スライドの流れに合わせて，
発表原稿をつくる。 

・発表の流れを確認する。 
 
☆商品開発部 
・商品を仕上げる。 
・販売ブースの案を考える。 
 
☆宣伝部 
・ＣＭづくりに向けて，考えて
きた演技（コント）を整理し，
完成させる。 

・踊りの練習を行う。 
 
４ 各部の報告を行う。 
 
 
 
 
 
 
５ 文化活動発表会に向けて 
 
・本時の振り返りをする。 

 
 
 
 
 
 
 
・挑戦問題にそった各部の報告を行わせるた
め，事前に各部長と入念に打合せをしてお
く。 

 
 
 
 
 
・これまでの実践に自信をもって取り組むよ
うに，教師による声かけも行う。 

 
 
 
 
 
 
 
・事前にメモにまとめておいた取組の経過に
ついて，確認させ，それをもとにスライド
資料を作成させる。 

 
 
 
 
・販売については，お客様の目線で考えるこ
とを伝える。 

 
 
・自分たちの演技（コント）をビデオで撮影
し，視聴しながら自分たちで課題を見つ
け，改善させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・この取組で身に付ける資質・能力の基準を
再度確認し，見通しを持たせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★【思考・表現】 
（授業観察・ワーク
シート） 

 
Ｓ 各部で収集した
情報を整理・分析
し，課題の解決に
向けて新しい提案
や行動をすること
ができた。 

Ａ 各部で収集した
情報を整理・分析
し，課題の解決に
向けて行動するこ
とができた。 

Ｂ 各部で収集した
情報の整理・分析
から，課題を把握
することができ
た。 

Ｃ 各部での課題を
把握することがで
きなかった。 

 
 

 

挑戦問題「ふるさとに貢献する起業に挑戦しよう」 

めあて「販売へ向けての準備をしよう」 

生徒の発表例 

・社長，経理部では，文化活動発表会当

日の報告をパワーポイントでまとめ，

リハーサルを兼ねて紹介する。 

・宣伝部では，当日の踊りを披露する。 

・商品開発部では，販売ブースの案や販

売の注意事項を報告する。 

 


